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考え、スタッフルームに掲げて共有と実践に取り組んでいます。今年度は、事業所
の成長に合わせた理念の改訂にも取り組んでいます。事業所内は、多忙な中でも職
員の口調や対応が柔らかく、利用者と職員が打ち解けて話し合ったり、助け合った
りする共同生活の場となっています。
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を支援しています。似顔絵の得意な職員が描いた利用者一人ひとりの似顔絵が居室
の入り口に掲げられ、分かりやすくなっています。また居室ごとに色を変えた暖簾
が下げられており、各自の居室の目印であったり、ドアを開けておいてもプライバ
シーの確保を兼ねる配慮がされています。リビングには、見やすさや判りやすさを
重視した手作りの特大な日めくりのカレンダーが掛けられています。

季節の行事では、利用者一人一人が楽しめるようにと、職員が企画を練っています。
今年の敬老会では、ご家族やボランティアの方々を招き長寿のお祝いをしました。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームみさき前川

 ユニット名 １F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

株式会社フィールズ



グループホームみさき前川.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

現在取り組んでいる内容について報告
し、意見をもらえるようにしている。

概ね２ヶ月に１回開催し、参加者に事
業所の活動や運営状況の報告をして、
意見や提案を求めています。自治会に
は加入出来ていませんが、自治会々長
の参加が得られています。家族や市の
職員の参加はありません。

家族や市の職員、民生委員な
どの参加も求め、会議の活性
化が期待されます。また、自
治会々長に自治会加入への尽
力を依頼し、地域の一員とし
て会議を通して地域交流や相
互協力に繋がる事も期待され
ます。

主に管理者が対応している。認定調査
には、他職員が立会い連携を図れるよ
うつとめている。

生活保護者の入居引き受けなどで市と
の協力関係を築いています。市の担当
者との日頃の連絡は電話やファックス
で行っています。

毎年、中学校の職業体験受け入れや、
幼稚園児との交流を行なっている。日
頃の地域交流は挨拶程度しかない。

中学生の職業体験は、今年で３回目と
なり毎年２～４名の生徒を受け入れて
います。また幼稚園児との交流も続け
ています。自治会への加入はまだ実現
していませんが、散歩の時には挨拶で
の交流をしています。

地域ケア会議に参加し、意見交換等を
行なつている。

利用者のニーズの変化に合わせ、理念
をつくり変えた。職員は実践につなげ
られるよう意見を共有している。

前年度から、事業所独自の理念を作り
事業所の運営やサービスの質の向上へ
の取り組みが行われています。理念を
事業所の成長に合わせて定期的に見直
し、改訂する仕組みもあります。今年
度も作業に取り組んでいます。

理念見直し時には「地域密
着」の意義や役割も念頭に、
事業所の目指すサービスの指
針とした内容も考慮し、地域
とも共存していく事も期待さ
れます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

利用者やご家族からの意見、要望を
伺った場合は、管理者に報告し職員同
士話し合いを行なう。できるだけ、運
営に反映するよう努めてはいる。

ユニットの入口に、職員の名前と顔写
真を掲示し、家族と職員のコミュニ
ケーションが円滑に行われ様にしてい
ます。また、毎月、利用者の日頃の生
活状況などを家族へ手紙と「みさき新
聞」で知らせ、家族から意見や要望を
聞いています。

個々には学んでいるとはおもうが、な
かなか学ぶ機会も少ない。

管理者対応。不安や要望の質問にも、
納得していただけるよう説明してい
る。

玄関は常に施錠している。身体拘束に
ついては理解しているつもりではあ
る。

現在、玄関モニターテレビを設置し、
万が一単独外出があっても、未然に防
げる体制になっていますが、玄関前は
国道へ出る急な坂道があり、安全のた
め、玄関の施錠を続けています。今年
度は身体拘束に関する法人の問答方式
の資料を使い、職員の認識度などの把
握に努めています。

職員同士、注意を払いながら虐待防止
に努めている。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

ラン伴などの参加くらいで、あまり交
流はない。

利用者が遠慮することなく、職員へ自
分の気持ちを伝えられる環境をつくる
よう心がけている。

各自が向上心を持って働けているかは
わからないが、職場環境の整備は必要
だと思う。

法人内で研修を受けられるよう、本社
に持ち掛けてはいる。

会社は管理者との交流はあるが、その
下で働く常勤・非常勤との交流はな
い。

事業所では、事故安全委員会や感染症
対策委員会、虐待身体拘束委員会を設
置して、会議などで広く職員の意見を
聞き、法人にも必要な意見や提案を伝
え、運営に反映するよう努めていま
す。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

施設へ入所してしまうと途切れてしま
うことがほとんど。

本人も高齢化し、馴染みの人との関係
はが難しくなってきています。家族の
協力を得て馴染みの理美容院などへの
外出支援で関係継続を図っています。
また、テレビや新聞、雑誌などの情報
を日常の会話に活かし、関係継続に努
めています。

職員が上の立場にならないよう、常に
対等であることを意識し関わってい
る。

ついご家族の意見に耳を傾けてしま
う。利用者が置き去りにならないよ
う、中立を保つようにしている。

アセスメントの実施し、詳細をかくに
んする。

まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めて
いる。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

日々の関わりのなかで、声掛け行ない
把握に努めている。

できる限りの情報を収集するようにし
ている。何かあれば記録に残すように
している。

サービスが終了し、ご家族が希望すれ
ばフォローするが、今までそのような
ケースはない。

本人本位よりも、ご家族の意向を尊重
してしまうことがある。

事業所には、利用者と職員が打ち解け
て話し合う雰囲気があります。職員は
日常の会話を通して利用者の一人ひと
りから日常生活に対する希望や意向を
把握し、情報をカンファレンスで話し
合い、介護計画の作成に繋げていま
す。

利用者の性格や関係を把握し、トラブ
ルがないよう配慮している。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

ご本人とご家族の希望で主治医を決定
している。かかりつけ医を利用される
利用者には、通院介助も行なう。

協力医は、１階と２階のユニットをそ
れぞれ月２回交互に毎週往診に来てい
ます。臨時での往診もあります。馴染
みのかかりつけ医がいる利用者も、熱
が出た場合は協力医が診察していま
す。歯科医も月に２回訪問診療してい
ます。

日々の業務に追われ、個人のニーズや
多機能化に対応するまでに至っていな
い。

地域の人たちとの交流が不足してい
る。地域のケア会議など職員が参加
し、一緒に孤立化している高齢者につ
いて考えるべき。

家族と合う機会も少なく、本人とのコ
ミュニケーションも十分にとることが
難しくなってきている。その日とを知
ろうと努力をしている。

介護計画作成の考え方に、事業所独自
の理念を生かし、利用者の日常生活に
対する希望や意向を組み込んでいま
す。アセスメントも短期目標の３ヶ月
に合わせて実施し、目標に対するサー
ビスとの適正をモニタリングすること
で、次の介護計画の作成に繋げていま
す。

職員は、日々の様子や取り組みなど密
に情報を収集することに努めている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

往診医へ連絡し指示をもらう事はでき
ている。応急手当や初期対応の訓練は
行なっていない。

消防署の協力を得て避難訓練・消火器
の使い方などの訓練を行っている。

年に２回、消防署の協力を得て避難訓
練を実施しています。職員が利用者を
背負って階段を降りたり、シーツをス
トレッチャー代わりにして移動する練
習などもしています。災害備蓄品は３
日分用意し、賞味期限が一覧表に記載
しています。

避難訓練の後に検証を行い、
話し合いをして記録に残すこ
とも期待されます。今後、地
域の協力が得られるよう働き
かけも期待されます。

利用者の状況がわかるよう介護サマ
リー等で情報提供を行なう。

本人や家族の意向を踏まえ、医師・職
員・家族で話し合いを行っている。話
し合った内容は職員間で共有し、十分
な支援が行えるように支援に取り組ん
でいる。

入居時に重度化や終末期の指針を、本
人と家族に説明しています。看取り経
験のある職員もいます。終末期には再
度意思確認し、医師や看護師、職員、
家族が協力しながらターミナルに臨ん
でいます。

急変時の対応や判断に困った時に、看
護へ連絡し指示をもらう事は定着して
いる。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

月に１回は、利用者の方々に食べたい
物を聞き、イベントとして特別なメ
ニューが提供できるようにしている。

食材は業者からの納入ですが、味付け
は利用者の好みに合わせています。対
面式のキッチンで、職員が利用者を見
守りながら調理し、利用者は料理の匂
いでメニューを予想したりしていま
す。敬老会、クリスマスなど、毎月の
楽しみメニューがあります。

職員側のタイムスケジュールに合わせ
た介護になってしまっている。

整容やその人らしさに気を配ってい
る。

その方の生きてきた過程を知る事に努
め、その人を知る事で尊敬し、誇りや
プライドを傷つけない対応に心がけて
いる。

利用者に対する語調が穏やかです。失
禁した時やよだれを拭く時など、周囲
に気づかれないようさり気ないケアを
心がけています。職員同士の会話で、
利用者のことを話す時は特に注意し、
守るべきプライベートな情報は出さな
いようにしています。

利用者と限られた時間の中で、なるべ
くコミュニケーションをとり、利用者
が望む生活が聞き出せるよう努めてい
る。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

水分の摂取を促すなどの対応と、主治
医への相談を行っている。

入浴拒否のある利用者には無理強いは
せず、タイミングや声掛けの工夫をお
こなう。

利用者の希望を確認し、入りたくない
人には時間を変えるなどして入浴支援
しています。風呂マットは利用者ごと
に取り換え、入浴しない日は足の清拭
をしています。柚子湯や菖蒲湯を楽し
んでいます。

毎食後に実施する事ができている。

一人で出来る人は、なるべく最小限の
介助で支援する。

時間をかけて観察し、本人の身体機能
に応じた排泄支援をしています。トイ
レでの排泄を大切にしながら、パッド
なども時間帯によって使用し、ケアプ
ランで見直しています。トイレにパッ
ドを備え、取りに行く時間をかけない
ようにしています。

食事のバランス、量の管理はできてい
る。水分に関しては特に摂取量に気を
付けるようにしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

原則、お金の管理はしない。家族対応
である。

出来る方には洗濯を畳んでもらった
り、外の掃除を手伝つてもらったりと
自分の仕事としてやっていただてい
る。

外出できる方も少なく、現在は散歩程
度の外出しかない。

車いすの人も暖かい日には玄関の前で
日光浴をしています。１月には曽我の
梅林、４月は近くの神社の桜見物、１
１月にはざる菊を見に行くなど季節の
花を楽しんでいます。

体調の優れない方には、居室で休める
よう声掛けし、自身で訴えが出来ない
かたには、定時で休息できる時間を設
ける。

往診などで薬の変更があれば、必ず申
し送りファイルに記入し周知できるよ
うにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご自宅で使用されていた物を、施設で
もそのまま使用していただいてる。

居室の入口には利用者の似顔絵や写真
を掲げ、好みの色の暖簾がかかってい
ます。ぬり絵や習字、家族の写真など
を壁に飾っています。仏壇やタンスな
ど馴染みの物も配置し、その人らしい
居心地の良い居室になっています。転
倒防止のため、ベッドを置かない居室
もあります。

車椅子で自走される方は、出入りしや
すい所に座っていただいたりと、動き
の妨げにならない様に配慮している。

季節を感じられるような壁飾りなどを
季節ごとに張替えたりして工夫してい
る。

リビングには大きな日付のカレンダー
や、ひな祭りなどの季節感ある作品、
行事の写真を飾っています。利用者は
職員と一緒にモップがけや拭き掃除を
しています。トイレは広く、センサー
で灯りが点灯するようになっていま
す。トイレや自室を間違えないよう廊
下の壁に矢印で表示しています。

ほとんどの時間をリビングで過ごされ
る方が多く、気の合う利用者同士は席
を近くにする。

ご家族からの電話は取り次ぐが、自ら
掛ける方はいない状況。手紙みに関し
ても同様である。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

〇 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームみさき前川

 ユニット名 ２F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

利用者のニーズに合わせて理念をつく
りかえたばかりである。そのため、理
念を共有し実践につながるよう、職員
は意見交換を行なっている。

イベントがあるときぐらいで、日常的
には交流出来ていない。地域の公園や
神社に散歩に行き、ご近所の方々とふ
れあうことも楽しみのひとつとしてい
る。

地域交流の少ないなかで、認知症の人
の理解や支援の方法を話す機会もな
い。

会議に出席していないが、内容に目を
とうしている。地域の人や民生委員の
方から話しを聞いたり、施設内での事
故報告、ヒヤリハット等の情報を話す
場を設けている。

認定調査に立会い、利用者のニーズを
伝え連携とれるようつとめている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

事故やヒヤリハットの原因を追及し、
拘束につながらないようにしている。

職員の仕事環境を整えつつ、利用者と
コミュニケーション不足にならないよ
うにし、虐待防止に努めている。

成年後見など、サポートする人・守る
人が必要な人が増えてきている。

時間をとって丁寧に説明している。利
用料金や看取り、医療連携体制などは
詳しく説明し、同意を得るようにして
いる。

運営推進会議には利用者も参加する
が、皆意見が言える方ばかりではな
い。ご家族の意見や苦情などでは、職
員同士話し合うも、運営に反映されて
いるかはわからない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

本社が遠いため、交流の機会もあまり
ない。職員の意見や提案があれば、管
理者より代表者に報告がいくようにし
ている。

非常勤との面談がないため、思いや意
見を伝えることができない。

法人内での研修はない。

外部からの研修やイベント案内が掲示
されるが、積極的な参加はない。

事前の個人面談で生活状況を把握でき
るようつとめている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

施設見学に来られた際には、ご家族や
利用者にとってのニーズは何なのか耳
を傾けている。

入所希望の相談には、可能な限りの対
応を行ない、ケアマネージャー・市町
村とも連絡をとり、サービスに繋げら
れるよう努めている。

理念でかがげている、利用者が歩んで
来られた人生と、豊かな経験を尊重し
ていることで、利用者に教わる場面も
多い。

普段から利用者の様子や、職員の思い
を伝える事で、協力関係を築いてい
る。

施設へ入所してしまうと途切れてしま
うことがほとんど。ご家族の協力も必
要となってくると思う。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

利用者の性格等を配慮し、座る席にも
気を配るなどし、関係が上手くいくよ
う支援している。

他施設へ移られた場合はアセスメント
を渡し、情報交換を行っている。サー
ビスが終了すると、関係も自然と断ち
切れてしまうほうがはとんどである。

できるだけ本人から聞き出せるよう努
め、把握しきれないところは、ご家族
から情報を得ている。

本人に確認し、聞き取りできる情報は
収集する。

新規入居者に関しては、アセスメント
やサマリーの情報だけに頼らず、日々
の中で発見できるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

定期的にアセスメントを行ない必要に
応じて見直しをする。

個別に生活記録を記入しており、食
事・水分・排泄・日中の様子や利用者
の言葉も記録している。勤務開始時に
は、申し送りとともに記録の確認を行
う。

利用者やご家族の状況に応じて、通院
や送迎等の支援を行っている。

利用者が安心して暮らせるよう、民生
委員・自治会長・地域包括との意見交
換を行っている。

ご本人とご家族の希望により主治医を
決めている。希望される医療機関での
医療が受けられるよう支援を行ってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

看護職員の配置がないため、常に利用
者の健康状態や変化に気付けるよう努
め、変化があれば、協力医に報告し指
示をいただく。

利用者の状況がわかるよう介護サマ
リー等で情報提供をおこなう。

看取りが近くなってきた場合、本人の
意向を聞くのは難しが、家族の意向を
踏まえ主治医を交えて話し合う。看取
りの同意を得る。

外部からの研修のお知らせで、各自講
習に参加される。施設での訓練はない
が、事故発生時・病状急変時に対応で
きるようマニュアルを事務所内に貼り
付けしている。

消防署の協力を得て、避難訓練を実施
している。非常食、災害時物品は全職
員に周知させている。

株式会社フィールズ



グループホームみさき前川.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

他利用者にも配慮し、本人を傷つけな
いよう声掛けを行っている。

食レクやおやつレクでは、複数の選択
肢を用意し、利用者本人が決められる
場面をつくっている。

その日のその日とのコンディションや
様子をみながら、休息できる場面を設
けられるよう努めている。

朝行なう整容では、鏡を見ながらの支
援に心がけている。

食事前の準備や体操は利用者と一緒に
行なっている。ペースト食の利用者に
は、メニューのっ説明を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

個々の健康状態に応じ、摂取量を考慮
し把握に努めている。水分に関しては
特に気を付け、摂取量の少ない方には
促し、他職員にも申し送る。

毎食後行なえている。出来るだけ本人
に行なってもらい、仕上げは職員で介
助にはいる。

自身で行かれない方には、時間を見
計って声掛け行ない誘導する。オムツ
交換の方は定期的に交換し、皮膚観察
も行なう。

水分の促しや、往診医への相談を行な
う。トイレに行かれた際には、腹部
マッサージも行なう。

入浴の準備を一緒に行なう。入浴日で
ない方には、足浴を行ない気分転換を
はかる。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

夜の睡眠に響かない様、昼間の休息に
も配慮し声掛けなど行なう。

薬の変更等は申し送りファイルにて確
認をおこなう。薬で分からないことが
あらば、薬局に相談も行う。

その人ができる事を役割として行なっ
ていただく。気分転換ができるようレ
クレーションにも工夫をする。

なかなか希望に添えないが、菊の時期
になれば見に行き、桜の時期になれ
ば、近所の神社に見に行っている。

原則、お金の管理は家族の為、施設で
の支援は行なっていない。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

訴えがあれば、やり取りのできるよう
に支援を行なっている。

季節に合わせ玄関の置物をかえたり、
フロアーの装飾にも工夫をこらしてい
る。

ほとんどの方がフロアーで過ごされ、
雑談をされる。自身で居室に行き休ま
れる方も、ソファーで休まれる方もい
る。

転倒に配慮し、家具の位置を利用者や
ご家族と一緒に決めている。自身の居
室がわかるよう、自宅で使用していた
のれんを垂らす。

一人一人の残存機能を維持させるよう
支援に努めている。自身で移動される
利用者には、安全に移動できるよう席
にも配慮する。
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